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〔Ｉ概要〕

伊豆諸島における底魚釣漁業の重要漁獲対象魚となっ元いるメダイ〔ＭｕｐｕＳｊａｐｏｎｉｃｕｓ

(DODERLEIN)〕とアオダイ〔Ｐ……ｓｉｏｃ…ul…（KATAYAMA)〕につ(〈て}調
.,.、い－４゜､！・・

査を行なった｡．｝・jiw．～－－－
メダイについては、昭和４２年度より調査を開始し、その間生態・資源について多くの知見を得

ているが、本年度（昭和４７年度）はメダイ幼魚の移動と底生生活移行時の尾叉長がその後の成長

におよぼす影響の基騨勺検討を行なった。’ｆｉ…

アオダイは、昭和４６年度より調査を開始し、伊豆諸島におけるアオダイ漁業の現状は握と共に

年齢形質として脊椎骨がもっともすくれているという知見を得た。本年はこれら知見に基づき雫鈴

と成長の解明を主体に行ないあわせて産卵期、食性の調査と標識rih流のための予備的実験を行なっ
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〔Ⅱメダイ資源調査〕

ｉメダイ幼魚の採集

標識放流用のメダイ幼魚を採集するため、昭和４７年４月１５日から６月２６日までの間、大

島～三宅島近海および大島～三崎～伊東～大鳥間において、表－１に示すとおり、１４回の調査

を行なった。採集方法等については前年度と同様に指導船「やしお」（１５．７８トン，ＤＰ．Ｓ、）

を主体に船上より観察してメダイ幼魚がみえた場合にモジャコ旋網により採集を行なった。

採集経過および結果

調査結果は表－１に示すとおり、メダイ幼魚を採集することはできなかった。メダイらしき幼

魚をみたのは６月２４日大島差木地沖の調査のみで、この時も潮流と風向が悪く、充分なる操船

ができなかったため、投網はしたが、採集はできなかった。また調査期間中は流れ藻を発見する

回数は非常に少なく、７とまたま発見してもそれは小規模なものであった。船上からの観察ではあ

る力、流れ藻に付随しているモジャコ等の幼魚も例年に比べて少ないようであった。
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表－１流れ藻採集経過
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０１流れ藻は見られなかった。
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ここ１０年間モジャコ採集業に従事しているという徳島県のモジャコ採集業者から聴取した

ところによると、今年は長崎、種ケ島、四国沖、紀州勝浦方面においても例年になく流れ藻は
見えず、またメダイの大型幼魚も毎年５０～１００K擢度水場しているが、本年は非常に少な
く７月現在２０～５０尾程度し力採集していないとの事であった。
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ａ幼魚の蝋の成長線数と尾叉長および麟径と尾叉長の関係
一ゴ

メダイの鱗にあらわれるtk止帯（輪紋）のうち第一輪の形成時期は、流れ藻に付随している幼
Ｉ．

魚が遊泳層を移行する時期とほぼ一致してし､ると推定されている。遊泳層を移行した時期におけ

る尾叉長の差異が、その後の成長におよぼす影響を知る基礎として、流れ藻に付随しているメダ

イ幼魚の尾叉長と鱗の成長線数および尾叉長と鱗径の関係について検討した。

１）材料と方法

～:;`…検討に用いた材料は昭和４６年５月八丈島近海で採集されたメダイ幼魚４９個体（Ｐ．Ｌ

つ：１１`Ｏ～２１４”）および同年同月大島近海で採集された幼魚５８個体（Ｆ８Ｌ１５､２～

５０．０c〃）の計８７個体の胸鱗直下付近から採取した鱗を用いた。鱒ま常法により処理した

のち５０倍に拡大してスケールカードに鱗径と成長線を記録した。鱗径と成長線数はこのス

ケールカードから読取った。鱗径と成長線数は原則として５枚の正常鱗から得られた値の平

均を用いた。

’ルバ丈島近海で採集されたメダイ幼魚および大鳥近海で採集されたメダイ幼魚の尾叉長組成
，Ｉは図－１に示すとおりである。これら標本群の平均尾叉長についてその差異を検討したとこ

ろ表－２に示すとおり有意差

は認められなかったので、同

ｂ

守

一母集団から採集されたもの

とみなして取扱った。
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図－１蕊ゲイ幼ｎしのlE又｣と靴成

表－２メダイ幼魚尾叉長の分散および平均値に関する検定
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”結果Ｌ丁

（１）尾叉長と鱗の成長線数の関係

、上尾叉長と鱗の壜成長線数の関係は図－２に示すよ:うに二次回帰ともみえる:が、表－５に示

■～すように９９％の信頼区間においては二J欠回帰について有意差は認められなかったので一

次回帰とみなしも次式を得た。げい』」

！；？～Ｎ－１.ﾉ８４１１j－１，２６７．．－…･〈1）Ｎ：成長線数（本）Ｌ：;尾叉長（”）

●.．

４

表－３回帰性の検定のための分散分析表

扇分散上 垂寧出、〔Ｕ､Ｃ
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(1)式において９９％の信頼区間におけるパラメーターを推定すると次のとおりである。

Ｎ＝（１．８４１±０．２５４）Ｌ＋（－１．２６７±５．０５７）

また相関係数は０．９１４であった。
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図－２メダイ幼魚の尾叉長と鱗の成長線数の関係～：； 11
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(2)尾叉長と鱗径の関係い』似い～￣ｗ埒’い

トメダイ幼旦魚の尾叉長と鱗径の関係(ｺﾞﾐ1,表－４ｓ図－５に示すように成魚と同様－．次回帰

が認められ、次式であらわされる。

Ｌ－Ｚ５５１Ｒ＋０．８１６……．．〈2）Ｌ３尾叉長(cｿiE）Ｒ：鱗径（ｘ５０ｃ泥）
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表－４回帰係数の有意性の検定

詞｝千万矛凹 ヨ患 冨冷十F乳 些工雲Ⅲ（ｎｃ

４４.ＵＢ ４４－ＯＢ ､.Ｕ１）－６－９

「

全体ｌ２６ＺＯ８』 ８６

なお、鱗径と鱗の成長線数の相関係数は０．９２１であり(1)式(2)式とも第一輪形成時の尾

叉長を推定できる。
ｒ

、

Ｓ残された問題とその解決方針

１）４７年度においてはメダイ幼魚の尾叉長と鱗の成長線の関係を求めるのみで終了したが、

今後は底棲生活移行時の尾叉長とその後の成長について逐次解決していきたい。

２）メダイの卵・稚仔の形態について'３W今後人工授精により解明していきたい。レート，

５）成魚・未成魚の移動については標識方法等を充分検討のうえ、調査を実施したい。
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が、正しく輪紋を読み取れたと思われたものは、２６７個体からのものであった。したがっ

て、輪紋の形成時期および輪紋形成時の尾叉長の検討には、この２６７個体から採取した脊

椎骨のみを用いた。

２）推体後半半径と尾叉長との関係

表１の５５６個体の推体後半半径と尾叉長との関係を図示すると、図１となる。この関係

式は次式であらわされる。

Ｌ－４．５４５Ｖｐ＋Z５１８…･……･…(1)

（Ｌ：尾叉長CjﾜＬＶｐ：推体後半半径”）

本年度の調査では、御淀数が増加し、尾叉長範囲が広がったので、前報の関係式とは別に、

＝

新たに関係式を求めた。▼＝

ｌ
０

ｍ
５

ｌ

Ｊ

４０

６０

２０

1０

'

２４６８１０

ＶI)（画）

図－４椎伜維･仏1'怪（ＶI)）上り‘叉1ｔ（１」）との119係

輪紋の形成時期

輪紋の形成時期を推定するため、次式により各個体の縁辺成長率αを求めた。

ａ－Ｒ－７ｍ／ｒｍ－ｒｍ－１

（Ｒ：輪径、７ｍ：最終輪径、ｒｍ－１：最終輪径の一つ前の輪径）
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漁獲月ごとのαを図示すると図２となる。

αは７月に最小を示し、以後上昇傾向を示し

ている。材料が不足しているため、確定的な

ことはいえないが、前述の傾向および後述の

輪j紋形成時の尾叉長から､｢輪紋と年齢との関

係および輪紋の形成について次のようなこと

が推定できる。すなわち、輪紋は年１回形成

され、形成時期は７月ごろが中心とみられる。

α
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図－２脊椎骨の月別縁辺成長率
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表２輪群別輪径平均値 、
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４）輪紋形成時の尾又長

正し〈読みとることができたとゑられろ２６７個体から得られた測定値から、各輪群別の

平均直を求めた（表２）。これを(1)式に代入し、輪紋形成時の計算尾叉長を算出すると表５

のようになる。

この値からＷａｌｆｏｒｄの定差図を描くと、プロットされた５点（Ｌ､/Ｌ、＋１）はすべて

ほぼ一直線上にのり、輪紋形成が魚の成長によく対応しているといえる(図釘。これらの

回帰直線式を求めると次のようになる。
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図－５計算尼叉氏より描いたＷＡＬＦＯＲＤの定鶏図

Ｊｈ

Ｌｎ＋１－０．９２５Ｌｎ＋６．６２……．.……（２）『トー

ＩＬｎ＋１：、＋１輪時の尾叉長（机）、Ｌ、：ｎ輪時の尾叉長（加）

．との式から限界体長LOCを求めると８８５CjWDであった‘

５）年齢と尾叉長との関係

魚類tb成長をあらわす曲線は種をあるが、本種ではＢｅｒｔａｌａｎｆｆｙの成長方程式が

適合するとみられるので、これを使用した。口

Ｌｏｏ－８８５と表５の値から成長方程式を求めると、(3)式のようになった。

Ｌｔ－８ａ３〔１－瓦００７８５（ｔ十t９７２))…………(3)
(3)式から算出した年齢と尾叉長の関係は図４のとおりである。
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表５輪群別計算尾叉長

計算尾又長（czz）
輪群

Ｐ２Ｐ， Ｐ４Ｐ３ Ｐ５ ＰＣ

１２１５

１Ｚ，７

１８．５８

１Ｚ２８

１８．２４

１２０１

１１００５

値

１
２
５
４
５
６
計

均乎

外

塾iに二：
､讓化Ｈ

有

５２．０９

５５．１４

５５．８２

９１０５

鍔
タ
イ

５６．５９

５Ｚ７７

７４．５６jiM：
、

２産卵期、生物学的最小形および初成熟年齢

正しく輪紋が読み取れたと,思われる２６７個体のうち、性別を肉眼で判定でき、生殖腺重量を

測定できたのは、雌１４６個体、雄１０４個体であった。この雄の生殖腺係数ＫＧ（ＷＧ／Ｌ３

ｘ１０３、ＷＧ：生殖瞳重量）を求め、年齢別にその月別変化をふると、図５のとおりとなる。

５齢魚以下では、ＫＧ値は小さく、月別変化も大きくないが、４齢魚以上では、ＫＧ値は比較的

大きく、６月に最大を示し、以後下降傾向を示している。このことから、産卵盛期は６月ごろと

推測される。
‐ＫＯｅ

また、５齢魚以下でl'ま、前述のほか生
×１０コ｡’Ⅵ

”

、

●-Ｖ

ｏｌＶ

戸Ⅲ

▲Ⅱ
●

｡△’

○

● ｅ

ロ

殖腺の観察によっても熟卵を見ることが

できず、まず産卵に加わらないと思われ

る。４齢魚では、ＫＧ値が高いものがみ

られ、熟卵に近いと思われる卵をもつ

個体がみられたことから、産卵に加わる

ものと推定される。したがって、生物学

的最d形は、４齢魚（計算尾叉長55.01

２
０
８
６
４
２

０
０
０
０

１
１

、

Ｃ
ｏ
ｍ

ｍ
■

●
ロ
■

⑪
■

ロ
■■■

６７８９１０１１１２ｎ

ｃ〃）のなかにあると`思われる。しかし、
図－５’'二齢jillK（)のnMlI変化

産卵期、生物学的最小形および初期生熟
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年齢については、さらに材料を補給し、調査を継続してゆきたい。

２．食性

八丈島周辺で釣獲された、１９７１年７月↑６日の４個体、２８日の６個体、８月２８日の４

個体、９月２８日の２個体、１９７２年８月２２日の１個体、計１７個体の胃内容物について査

定を行ない、ＣＲ法であらわすと表４に示すとおりである。

表４胃内容物

綱 目 千種，類 Ｃ’７ドロ虫類 管水母目
一一一

遊行目

上
｜
々
夕

,クダクラゲ類

毛

類
一
類

遊行目 ウキゴカイ類

マキガイ類

ゾウクラグ

カメガイ類

イ力類

ゾエア（エビ）

フイロソマ

クラウコトェ

ゾエア（カニ）

ポーセラナ

メガロバ

アリマ

エリツクスミ

カイミジンコ類

カイアシ類

等脚種

オキァミ類

エピ類

腹足 汀
Ｊ
十目
目
一
目
一
生 －－－－－７丁ｱーー頭足

類
一
類

甲殻

一ケ｜
γ
γ
７
γ
恥
γ
Ｃ
汀
一
流

十
ｃ
ｃ

貝虫目

カイアシ目

等脚目

オキアミ目

十脚目

カイミジンコ類

カイアシ類

等脚種

オキァミ類

エピ類

矢
一
尾
・
夕

虫類

虫類

リア類

、矢虫目

尾虫目

サゾレペ目

』ｗヒカリポヤ目

ヤムシ類

オタマポヤ類

･サノレパ類

ヒカリポャ

硬骨魚：類 稚魚類ＩⅡ ７

－１１－



胃内容物は、ほとんど動物性プランクトンで占められていた。おもな出現種は、ヒカリポヤ、

クダクラグ諺サルパ類、オタマポヤ類、クラゲノミ類であった｡甲殻類の幼生も数種捕食されて

おり、１９７１年７月１６日の６個体からは、メガロパが大量にみられた。底生生物はみられな

かった。これら餌プランクトン(夫上層性プランクトン（分布水深１００～２００ｍ）５）であ

り、本種の釣獲水深（１００”前後）と関係していると思われる。

おもな出現種については、メダイのそれと共通j生がみられるが、メダイに比べると胃内容物が

概して小形であること、甲殻類の幼生がかなりみられたことなど、メダイの食.住とは若二F異なっ

ているといえよう。

なお、今後餌の選択住餌i科生物ODX季節変化、餌の定量調査等を行ない、食性の面から本種の行

動様式の￣端を解明するためも材料を補給して調査を継続してゆきたい。 甲

ａ卵・稚仔の形態

卵・稚仔の形態を知ることは対産卵場の範囲や卵・稚仔の分布を知る主要な手がかりとなる。

しかし、本種では天然の卵・稚仔が追跡調査されていないので､十人工採卵球飼育が必要である。

このような目的で、釣獲直後の個体を用い、船上で人工受精をこころみた。成熟した雌個体は

得られたが、熟卵をもつ焔固傾ま得られず人工受精はできなかった。本調査で産卵盛期は６月ご

ろと推定したが、それ以前ではないという確証は得られていないため、今後５，６月を中心とし、

船上での人工受精を引続きこころみたい。また、釣獲のさいのぼう張したウキプクロによる圧迫

直熟卵力排出されることも考えられるので、今後飼育魚からの採卵も検討してゆきたい。
企

４標識放流のための予備的実験

標識放流のためには、生きたアオダイを得なくてはならない。しかし、ほとんどの釣獲魚lま、

減圧による影響や魚体の疲労により、ウキプクロはぼう張し、ときには胃袋を反転させ、仮死状

態となっている。これらの魚をそ生させるため、体側面からウキプクロカ存在すると思われる部

位に、動物用採血針（1.8×４８”）を刺し、ガスを抜いた。この結果１８２尾中６７尾がそ生
●」

し、そ生率}ま約３５％であった。そ生した魚を、循環ろ過式水槽で、水温を２１℃～２５℃に保

ち飼育した結果は表５に示すとおりであった。～，■
●

●

そ生には漁獲水深が浅いほど良く、また、生息場の水温と表面水温との差力:少ないほどそ生率

は良いようである。今後そ生率を高めるために、そ生率と前述のような諸条件との関連を調査す

るとともに、注射針でのガス抜きによる方法ばかりでなく、釣獲時の減圧による魚体への影響に

５
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eLシ要一約沁ｈ

ｌ）輪紋は年１回形成され、形成時期は７月ごろが中心と思われる～

２）尾叉長と椎体後半半径との関係は次式で示される。

Ｌ－４５４５Ｖｐ＋Ｚ５１８

５）成長式は次式で示される。

Ｌｔ－８ａ５〔１－百０，７８３（ｔ＋１．，７２）〕
４）産卵期は６月が盛期であると推測される。

５）４齢魚から産卵に加わると思われる。

６）胃内容物は上層性の動物)プランクトンが主体で、底生生物はみられなかった。

７）船上で人工受精をこころみたが、人工受精はできなかった。

８）注射針でガスを抜くことにより、６７尾をそ生し、そ生率は約５５％であった。
●－，

９）そ生魚の飼育を行ない、最長１７７日の飼育（１尾）が可能であった。

ノ

￣‐

、

了主要参考文献

１）東京都水産試験場：調査研究要報９５昭和４７年

２）〃〃７９昭和４５年

５）〃〃７２昭和４４年～

４.）久保伊津男、吉）原友＝吉：水産資1原学改訂版共立出版（１９６９）

５）小久保清治：浮遊生物学実験法恒星社厚生闇（↑，５７）～

６）．〃：浮遊生物分類学恒星社厚生闇（１９５９）

７）山路勇：日本プランクトン図鑑保育社(１１５９几

８）北／峰館：新日本動物図鑑〔中〕（､１９６５），

，）〃．：原色動物大図鑑Ⅲ（１．９６０）

１０）Ｔ･ＭＯｖｉＬ：ＴｈｅｐｅｌａｇｉｃＣｉｏＰ６ｐｏｄａＦｒｏｍＴｈｅＮｅｉ頁ｈｂｏ

■

℃

ＩｕノＬ・』ｙＬｏｖｌ～ケｌｈｅｐｅｌａｇｉＧＣｏＰｅｐｏｄａｈ,ｒｏｍＴｈｅＮｅｉｇｈｂｏｕｒｉｎｇ

ＷａｔｅｒｓｏｆＪａｐａ、図書出版蒼洋社（１９６４）

１１）岩波生物学辞典岩波書店（１１６０）；．

－１４－



昭和４ｓ～４７年度

〔メダイ資源研究総括〕

次

はじめに………………………………叩………………………………………….……１８

分布と漁場…………………………………………………川.…………………………，，

移動………－－…＿…………………………………………………………２０

年齢と成長…－－…………………………………………………………………２０

再生産……………………………………………………………－.…………………………２，

食，性………･………－………－－….…－….-………－．－－.………………….……２２

行動様式…………………_……………………………….………………………………………２５

漁況予測と資源維持一……………………－…－…………………………………………２４

要約…………………………-……………………………………………………２５

主要参考文献……………………………………………………………………２６

１
２
５
４
５
６
７
８
９
０

１

『

○

年度別調査実施項目と担当者

＝＝ニーーニーーーーーーーーーーニーーーーーー＝正一一竺

備考実施年度 調査実施項目 =担当者

東京都水産試験場

大島分場

分場長塩屋照雄（総括

および取まとめ）

技師山筆遠（測定

および標識放流）

〃西村和久（”）

〃斉藤実（〃）

■

1．伊豆諸島近海のメダ

イ漁業と漁場

2．漁況

5．年齢と成長

4．食性

5．標識放流

指導および助言

東京水産大学助教授

高木和徳

昭
和
媚
年
度

調査協力者

農林省東京統計調査事務

所大島出張所

農林技官

吉本篤雄
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技師仲村正二郎

（測定）

東京都水産試験場

技師倉田洋二（食性）

〃坪川慎二（放流

用メダイ輸送）

東京水産大学

学生田中節夫（測定

および取まとめ）

ぞ

､

指導および助言

東京水産大学助教授

高木和1win

東京都水産試験場

大島分場

分場長塩屋照雄（総括

および年齢査定）

技師仲村正二郎（取

まとめ、流れ藻調

査および標識放流

〃西村和久（流れ

藻$sよ〔)標識放流）

〃］吉田勝彦（〃）

〃斉藤実（〃〕

1．伊豆諸島近海の流れ

藻に付随するメダイ幼

魚

2．メダイ幼魚の食性

5．産卵期と生物学的最

小形

4．標識放流

５．輪紋の形成時期につ

いて（補遺）
鰡
和
“
年
度

ザ

、

指導および助言

東京水産大学助教授

高木和徳

東京都水産試験場

大島分場

分場長塩屋照j雄(総括）

主任研究員仲村･正二郎

（調査、研究、

取まとめ）

技『師斉藤実（調査、

研究）

〃上田達郎（〃）

1．伊豆諸島近海のメダ

イ漁場

2．漁況

5．年齢と成長

4．産卵期と生物学的最

川形

5.；移動

6．～食性ハ

昭
和
妬
年
度
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調査実施項目 担当者実施年度

東京都水産試験場；旧

大島分場１

分場長塩屋i沼雄(総括）

主任研究員仲村正二郎

（調査、研究、

取まとめ）

技師斉藤実（調査、

研究）

”上田達郎（〃）

東京都水産試験場

大島分場

分場長塩麗１F(雄(総括）

主任研究員仲村正二郎

（調査、研究、

取まとめ)

主事斉藤実（調査、

研究）

〃上田達郎（〃）

1．流れ藻に付随するメ

ジイ幼魚

2．幼魚飼育試験

5．メダイ標識方法に関

する予備実験

4．メダイ卵稚仔の採集

昭
和

４６

年
度

ザ

指導および助言

東京水産大学助教授

：高木矛蝋Ⅳ

1．メダイ幼魚の採集

2．メダイ幼魚の鱗の成

長線数と尾叉長および

鱗径と尾叉長の関係

昭
和
奴
年
度

０

、.
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1Ｌはじめに
Ⅱ

メダイＭｕｐｕｓｊａｐｏｎｉｃａ（ＤＯＤＥＲＬＥＩＮ）は日本各地で漁獲され、約１０年前から市場

性も高まり高級魚として取引されている。全国的な漁獲高については農林統計では指定品目外と

して取扱われているため不明であるが、東京都中央卸売市場の最近５ケ年間の取扱高および金額

は表－１に示すとおりで、毎年１，７００トン、５億円余の取引高がある。

表－１束京都中央卸売市場におけるメダイ取扱高と取引金額

イ

印又才冊畠（ｊＷ ４８６６１１

収引金額（偶 ６８４８１５．８５円

東京都中央卸売市場における最近５ケ年間の主要出荷地は表－２に示すような都県であるが、

このPVJd21j高の７０％をしめる関東地方の都県においては、１～４０トンまでの｣型漁船で漁獲さ

れており、特に東京都においては魚類Zk場金額の約１５％（昭和４６年）をしめている。＿

(単位i(,、（）内は割合）表－２束京都中央卸売市場における主要出荷地

説
年平均４５４５ ４４ 46

515175

２４０，４５５

５６１，６２１

１１５，６２０

４１，０６５

１２２，０６７

７２，１９８

２００，６７４

１７６，７５６

９５，２７０

５２２６５５

1，１６２０２９

２６１，１６５

４５０，０４４

１５２，５８５

１０２９４２

５０２，２７５

２５４，９９０

６９０，２１７

１４１，４４５

８２６５９

２６１，４４４

５２４，００１

１９５，０７０

５５８，１５５

７５，２６７

４６０１５２

４８６，５０１

（28.0）

２００，５７５

（１１．５）

４８８，１５８

（２８１）

１５１，８９０

（7（６）

７６，４１０

（４．４）

５５２１０５
（２０．５）

』

⑰

鹿児島

その他
の県

５０２，８７６ ２５８，８６５ ２１１，６８７

これらのことから、沿岸の'｣親模な漁船漁業者の収入源として非常に重要な魚種であるといえ

よう。
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２分布と漁場
．：

表－２に示した東京都中央卸売市場における主要出荷地をみても分るようにメタ゛イの分布はか

なり広範囲にわたっているようで、北海道以南九州に至る太平常E}岸および日本海沿岸のほとん

どのところで漁獲されている。伊豆諸島の列島線上においてメダイが漁獲された記録をみると、

図－１に示すとおり北は三浦・房総半島の南部から南は小笠原諸島西之島に至る各島の陸棚部お

よび列島線に沿って散在する礁で漁獲されており、さらに南方にも分布していることも考えられ

る。

Ａ城ケ島沖

Ｂ洲／崎沖

Ｃ布良沖

，仲の山

Ｅ勝浦沖

Ｐ大島近海

Ｇ利島沖

Ｈ大室出し

Ｉ高瀬

』神露島近海

Ｋひょうたん瀬

Ｌわたヮ瀬

皿銭ＵＨ

Ｎ三宅島近海

０いなんぱ

Ｐ新黒HN

Q中ノ黒瀬

Ｒ拓南山

Ｓ黒瀬

Ｔ八文島近海

Ｕ青ヶ島近海

ＶＩＺⅢ生禍

￣

，

図－１伊豆諸島近海の〆タイ主要漁場

－１１－
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Ｓ移動．．ｉ…：

ふ化後１０～１５万zz濯度まで成長したメダイ稚魚は▽モゾャコ・メバル等の幼稚魚と共に流れ

藻に付随して黒潮流路に沿って移動する。流れ藻に付随したメダイの幼魚は、時には単体で、時

には集団をなして移動しながら成長し、九州南西海域から伊豆諸島近海の太平洋沿岸では１～６

月の間にみられる。伊豆諸島近海で特に多く出現する時期は５月中旬から６月中旬にかけての約

１ヶ月間である。￣～

流れ藻について移動しながら成長したメダイ幼魚も、７月以降にはまったく流れ藻についてお

らず、大体この時期に中層あるいは深層に遊泳層を移行するものと思われる。遊泳層を移行した

と思われる７月中旬に大島近海で標識放流した結果をみると、再捕例が少ないため明確な判断は

できないが、メダイ幼魚はさらに北方に移動しているようにみえる。神奈川県水試では、東北・

道東海域で底棲生活に入り、成長し、親潮系の中層水とともに南下するであろうと想定している。

遊泳層移行の要因としては、メダイ幼魚を飼育した結果、水温が２１℃まで上昇するとへい死魚

が多くなることから、水温がかなり大きな要因であると考えられる。

成魚の深浅移動についても経験的に知られており、通常メダイは２００～４００ｍの深層で釣

獲されるが、冬期特に夜間には沿岸のごく浅いところまで移動してくることがあるようで、磯刺

網に羅網することがよくある。この時期は再生産の項で述べるように産卵期にあたるので、産卵

行動となんらかの関係があるものと推察できるが、今後さらに調査する必要がある。

４年齢と成長

メダイの年齢は鱗の成長線の休止帯（輪紋）から推定できる。この休止帯（輪紋）の形成時期

は、伊豆諸島近海で得られた標本によれば、５月と１１月を中心とした年２回であることが確認

されている。これをＢＥＲＴＡ－ＬＡＮＦＦＹの成長式に適合させると、成長は次式であらわされ

る。

－０．２１（ｔ＋０．９９８）〕Ｌｔ－９２１Ｑ－ｅ

その後神奈川県も同様な方法で成長を求め、成長を次式であらわしている。

－０．５７０（ｔ＋０．４０９０）〕Ｌｔ－９７５〔１－ｅ

これらの成長式を比較すると両者の間にかなりの差異が認められる。

勺‘

⑩
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これらの差異は輪紋読取方法の差異から生じたものと想像される。一方再生産の項､で述ぺるよ

うに、流れ藻に付随している幼稚魚に関する報告に報告されているメダイ幼魚の尾叉長および伊

豆諸島近海で採集されたメダイ幼魚の尾叉長には、同一時期に採集されたにもかかわらず大きな

差異が認められ、当然底棲生活移行時の尾叉長にも大きな差異があり、その後の成長にも大きく

影響するであろうことは容易に想像できる。メダイ幼魚の鱗径と尾叉長の関係および鱗にあらわ

れる成長線数と尾叉長の関係は次式であらわされ、

５００Ｒ＝０．４２９Ｌ－０．５５０Ｒ：鱗径Ｃﾜ、）Ｌ8尾叉長（c〃）

Ｎ－１．８４１Ｌ－１．２６７Ｎ：成長線数（本）Ｌ：尾叉長（c秘）

また第一番目の輪紋は底棲生活移行時に形成されると推定されるので、今後これらの関係にもと

づき、成長に関して検討する必要があるであろう。

マ

0

昼再生産

現在までの調査によると、メダイは尾叉長６０～７０”で透明な熟卵をもち、それ以下の個体

では熟卵を発見することはなかった。神奈川県水試においてもその後調査を行ない、尾又長６０

Ｃ"以下では熟卵を有するものは発見されないことを確認している。これらのことから、メダイの

生物学的最小形は尾叉長６０c〃以上と推定される望

生殖腺の熱度を表わす係数（生殖腺熱度係数ＫＧ）の月別変化から産卵期を推定すると、ＫＧ

値は１０月ごろから高い値を示し１２月～１月には放卵後と,思われる個体も出現することから、

伊豆諸島近海においては、１１月～１月ごろと考えられる。

－２１－



一方、流れ藻に付随している幼稚魚に関する報告に記載されているメダイ幼魚の記録およびモ

ジャコと共に採捕されたメダイ幼魚の記録をみると、同一時期に採捕されているにもかかわらず

尾叉長には大きな差異が認められ、伊豆諸島近海で採集されたメダイ幼魚の尾叉長組成は図－５

に示すとおり２群以上に分離できるようである。また神調１１県水試の報告によると４月にもＫＧ

値の比較的高い個体もふられるとしていｏｆ

ｌ
ハ
ノ

船

１０

ノ
・
〃

る。

これらのことから推測すると、メダイ

の産卵期はかなり長期にわたり、かつ産

卵場｛よ広範囲に分散していると考えられ

る。産卵場は流れ藻に付随しているメダ

イ幼魚の尾叉長組成と流れ藻の状況から、

日本近海の太平洋側では、薩南海域から

出
現

５

率

（
Ⅵ

５１０１５２０２５５０ 日本近海の太平洋側でIま、薩南海域から
尾叉長ｃ１ｍ

伊豆字音島海域にいたる海域に分散してい
図－５メダイ幼魚の尾叉長組成

るものと推定できる。

メダイ未受精卵の直径は、１．２鉱`け～t5jmZz、油球は１ケで卵膜には特殊な構造はみられない。

卵黄粒はわずかに認められる。

孕卵数は、尾叉長６１２c形、体重6.6Ｋｇのもので、５０万～６０万粒であった。

ｅ食性

流れ藻に付随しているメダイ幼魚の胃内容物をみると、尾叉長5．ｿ,､程度に成長するまでは、他

の幼魚と同様に、胃内容物のほとんどがＣｏｐｅｐｏｄａであるが、次第に成長するにつれて

Ｓａｇｉｔｔａの混入が多くなり、尾叉長８cﾌﾟﾘR程度まで成長するとＣｏｐｅｐｏｄａｌまほとんどみられ

なくなり、かわりに同じ流れ藻についていると思われるメジナ等の幼魚が翠られるようになる｡

さらに成長して流れ藻を離れ、中層～深層に移行したのちの胃内容物の組成は、表－５に示す

とおりである。

‐

坊

1tＩ…『．

－２２－



表－５メダイ胃内容物の組成（重量比）

主 要種 類

類 ハダカイワシ科（ハダカィワシ類）

ムネエソ科（ホウネンエソ類）

魚 １５．１７

十脚目・長尾類 クルマエビ科（チヒロエピ類）

サクラエピ科（サクラエビ類）

ろ.６７

頭足類
尹

大型プランクトン

イカ類（発光器を有する種類）

●

ヒカリポヤ・サルパ類・管クラゲ類・ゾウ

２５５

＆

クラゲ６５５３

￣

表－５のとおり、胃内容物として出現する度合の高いものは大型プランクトンであハその内、

大部分を占めるのがヒカリポヤとサルパ類である。また、ロ顎の形態からも推察されるように、

Ｂｅｎｔｈｏｓの類はまったくみられない。

胃内Ｉ容材b組成の特徴は、生物発光をする種類が多くみられることである。即ち、魚類ではハダ

カイワシ類．ホウネズエソ類．長尾類ではチヒロエピ類の一部・サクラエピ類、頭足類では発光

器を有する種類のイカ、大型プランクトンではヒカリポヤ・サルパ類の一部など生物発光をする

多くの種類が含まれている。

了イテ動様式．

メダイの行動様式を脳髄の形態と食性から帰納的にその行動様式を推測すると次のとおりであ

る。

メダイの脳髄の形態は図－４に示宇すと

おり視葉がよく発達しており、次に延髄

と後脳が大きく、嗅球と嗅葉は発達して

いない。

脳髄をとりまく脂肪様物質は比較的多

くみられ、内橋のいう脂肪物質中群にあ

たり、中脳発達群であるといえる。

背面◆

錘曇璽iZL二
剛－４メダイの脳髄

これらの形態からメダイの行動様式を推iIlllしてみると、､中脳（視葉）が良く発達しており、終

脳（嗅球・喚葉）が発達していないことから、喚，in殉行動は少なく視覚的行動がかなりの部分を

－２５－



しめるものと思われる。

視覚行動をする場合、中脳の発達と関連して後脳や延髄も発達しているといわれている。メダ

イの後脳と延髄を同じ中脳発達群であるカツオ・マルソーダ・ブリ等の表中層魚と比較してみる

と、これら活発な運動をする表中層魚ほど後脳や延髄は大きくないが、嗅覚的行動を行ない、動

作も緩慢なウナギ・アナゴ等に比べてよく発達している。従ってカツオ等の表中層魚ほど敏捷な

行動はしないにしても視覚的行動を行なうということを裏付けている。

一方、食性の面からメダイの行動様式を推測してみると、前述したとおり、胃内容物のすべて

が単に浮遊しているの承の大型プランクトンか、あるいは遊泳力の弱い魚類・甲殻類等であり、

敏捷な運動をする動物は染られない。また、胃内容物出現種の多くのものが生物発光を有する種

類である。これらの２点から推測されるメダイの行動様式は、遊泳力は弱く主として生物発光を

するものを捕食するということであり、脳髄の形態から推測される行動様式とよく一致する。ま

ｳﾞｾﾆ、メダイの生息水深である２００郡～５００柳の光線の少い深層で視覚的行動をするという点

も理解される。へ’,ｈ

へこれらのことから、メダイの行動様式は、動作はさほど敏捷とはいえないが、)その行動、特に

生きるための索餌行動は視覚によるところが大であるといえよう。そして､メダイを対象とした

底魚釣漁業の餌としては、発光性のものを用いるとかなりの効果を期待でき得るであろう6

；

仙

＆漁況予測と資源維持

今までに調査したメダイに関する断片的な知見および種々の情報・経験からメダイの生活史を

想定してみると次のとおりとなる。

冬期薩南から伊豆諸島にかけての海域中にある産卵場でふ化したメダイ稚魚は、流れ藻に付随

しＣｏｐｅｐｏｄａ，Ｓａｇｉｔｔａ等のｐｌａｎｋｔｏｎを餌料に成長し、黒潮流路に沿って移動する。

６月下旬から７月上旬にかけて表面水温の上昇とともに豆南海域あるいは東北・道東海域で底棲

生活に移行する。底棲生活移行後の回遊については不明であるが、ヒカリポヤｃサルパ類等の大

型プランクトンを餌料として生後１年で５０～５５cYUz程度までに成長する。生後約２～５年で

５０czUj程度まで成長し、市場価値をもつようになる。j生後ろ～４年たって６０c〃以上に達し生物

学的最小形となる。

以上から、我々が現在でも調査が可能であるところの流れ藻に付随しているメダイ幼魚の出現

状況と、底棲生活に移行するであろう海域の海況および漁場におけるピリメダイの混獲状況から、

資源pE)添加量のおおよそを知ることができる｡まｽﾞﾆ神奈)||県水試の報告にあるように、親潮分枝

＝

し

－２４－





■４）Ｌ再生産

（１）生物学的最小形は尾叉長６０”以上と推定される。

‐（２）ＫＧ値の月別変化から、伊豆諸島近海におけるメダイの産卵期は１１月～１月ごろと考
・イ

シヒ.られる。

（３）伊豆諸島近海で採集されたメダイ幼魚は尾叉長組成から２群以上に分離できるようであ

る。

（４）産卵期はかなり長期にわたり、産卵場は広範囲に分散していると考えられる。

（５）孕卵鈍土尾叉長６１２c"、体重6.6K,のもので、５０～６０万粒であったｑ

－５）食性

～（１）流れ藻に付随しているメダイ幼魚の胃内容物は、尾叉長５”に成長するまではCopepoda

が主で、５～８”でＣｏｐｅｐｏｄａ，Ｓａｇｉｔｔａ，８ｃｉ砿以上ではＳａｇｉｔｔａとメジナ等

の幼魚等で、成長にしたがい変化する。

（２）深層に移行したメダイの胃内容物は魚類、十脚目・長尾類、頭足類、大型ﾌ･ランクトン

で、特にヒカリポヤとサルパ類が多く、Ｂｅｎｔｈｏｓは全くみられない。また、これらの

ほとんどのものが生物発光を行なう。

６）行動様式

メダイの脳髄の形態からみると、視葉が発達しており、嗅球と嗅葉は発達していない。ま

た、延髄と後脳が大きく、視覚による行動が主であると考えられる。これは食l生をも裏付けて

いる。

７）漁況予測と資源維持

（１）流れ藻に付随しているメダイ幼魚の出現状況と底棲生活に移行するであろう海域の海況

および漁場におけるピリメダイの混獲状i兄からメダイ資源の添加量のおおよそを知ること

ができる。

（２）メダイ資源の維持のため、ピリメダイの採捕規制とともにモジャコ旋網漁業によるメダ

イ幼魚の浪費を最小限にする必要がある。

?

、
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